
地域の概要

株式会社玉牧場（代表取締役：久留須茂さ

ん）は、霧島市の旧横川町に位置し、鹿児島

空港から約３０分の中山間地域で、清く豊潤な

天降川、流域に広がるのどかな田園、そして

山麓から平野部までの温泉群等と、海、山、

川、田園、温泉など多彩で豊かな自然に恵ま

れています。

霧島市の平成２７年の農業産出額は２１７億
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１ おらが故郷の経営自慢
肉用牛の発育・生理を考慮した施設整備・飼養管理技術が高収益性を実現
―幅広い情報収集・共有化と細やかな心配りで家族の夢を叶える―
株式会社 玉牧場（肉用牛繁殖経営・鹿児島県霧島市） 内 倉 亘

２ 行政の窓
「平成２７年度牛乳・肉用牛・肥育豚生産費」を公表 農林水産省大臣官房統計部

３ セミナー経営技術
平成２７年度における畜産特別資金等借入者の計画達成
に係る実績点検結果の概要について②（養豚経営）

４ 農林水産省からのお知らせ
薬剤耐性（AMR）対策の推進について

５（独）農畜産業振興機構からのお知らせ
肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）の補塡金単価（概算払）について

６ あいであ＆アイデア
誤って踏んでも壊れない踏込み消毒槽用凍結防止ヒーター

（独）家畜改良センター
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おらが故郷の経営自慢おらが故郷の経営自慢

肉用牛の発育・生理を考慮した施設整備・飼養管理技術が高収益性を実現
―幅広い情報収集・共有化と細やかな心配りで家族の夢を叶える―
株式会社 玉牧場（肉用牛繁殖経営・鹿児島県霧島市）

内 倉 亘

平成２８年度全国優良畜産経営管理技術発表会で最優秀賞（農林水産大臣賞）を受賞した
株式会社玉牧場の経営を紹介します。

独立行政法人農畜産業振興機構 畜産業振興事業

右から代表取締役の茂さん・美鈴さん夫婦、後継者で
長男の賢茂さんと妻のめぐみさん、娘の華鈴ちゃん、
ご両親
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経
営
の
概
要

労働力員数
（畜産・2000hr換算）

家族・構成員 3.0 人
雇用・従業員 0.2 人

成雌牛平均飼養頭数 186.1 頭
飼料生産 実面積 2,700ａ
年間子牛分娩頭数 175頭
年間子牛
販売頭数 

雌子牛（肥育素牛生体販売） 81頭
雄子牛（肥育素牛生体販売） 75頭

所 得 率 42.3 ％
成雌牛１頭当たり生産費用 391,326円
    うち購入飼料費 179,699円

生 

産 

性

繁
殖 

成雌牛１頭当たり年間子牛分娩頭数 0.94 頭
成雌牛１頭当たり年間子牛販売頭数 0.84 頭
平均分娩間隔(延152頭分) 12.1ヵ月
雌子牛 販売日齢 260日

販売体重 278kg
日齢体重 1.069 kg
1頭当たり販
売価格 608,400円

雄子牛 販売日齢 249日
販売体重 303kg
日齢体重 1.217 kg
1頭当たり販
売価格 731,924円

粗
飼
料

成雌牛１頭当たり飼料生産延べ面積 18.8 ａ
借入地依存率 85 ％
飼料ＴＤＮ自給率 55.6％
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年次 作目構成 飼養頭
（羽）数

飼料作
付面積 経営・活動の内容

昭和
35年

園芸作
肉用牛繁殖 繁殖牛１頭 経営主・久留須茂氏の父三男氏が就農、園芸作に加え肉用牛繁殖牛を導入１頭

（昭和34年家畜人工授精師免許取得）
昭和
54年 肉用牛繁殖 繁殖牛10頭

種雄牛２頭 100ａ茂氏が県立畜産講習所を卒業（在学中に家畜人工授精師免許取得）し就農父三男氏が種雄牛管理者・家畜人工授精業務を担当
昭和
62年 肉用牛繁殖 繁殖牛22頭

種雄牛２頭 200ａ茂氏結婚（28歳）

平成
13年 肉用牛繁殖 繁殖牛58頭

種雄牛２頭 500ａ【千葉県でBSEが発生】JAあいら肥育牛センター（元養豚センター）跡地を購入・移転
平成
18年 肉用牛繁殖 繁殖牛 121頭

種雄牛２頭 1000ａ株式会社玉牧場設立、久留須茂氏が代表取締役

平成
20年 肉用牛繁殖 繁殖牛 141頭

種雄牛２頭 1000ａ後継者賢茂氏（長男）が県立農業大学校を卒業し就農（20歳）

平成21
～22年 肉用牛繁殖 繁殖牛 135頭

種雄牛２頭 2000ａ

畜産基盤再編総合整備事業等により以下を整備
・子牛哺育舎､ 繁殖牛舎､ 堆肥舎建設
・TMRミキサー､ ホイルローダ､ 哺乳ロボット整備
・飼料畑造成（1.43ha）
・ トラクター、モア、ジャイロテッダ、ロールベーラー、ラッピングマシ
ン、ロールグローブ、マニアスプレッダ整備

平成
23年 肉用牛繁殖 繁殖牛 131頭

種雄牛２頭 2000ａ【東日本大震災】

平成
26年 肉用牛繁殖 繁殖牛170頭

種雄牛３頭 2500ａ後継者賢茂氏（長男）結婚（26歳）

平成
27年 肉用牛繁殖 繁殖牛 195頭

種雄牛３頭 3500ａ茂氏に初孫誕生（56歳）飼料作付面積拡大理由：近隣の水稲農家と契約（耕畜連携）
平成
28年
（予定）

肉用牛繁殖 繁殖牛204頭
種雄牛３頭 4300ａ

活動火山周辺地域防災営農対策事業によりWCS飼料生産組合で
・細断型ホールクロップ収穫機、ラッピングマシン、トラクター、フロン
トローダー、トレーラー整備
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３５００万円で、うち畜産が１４５億２４００万円で６７％

を占める畜産業の盛んな地域です。畜種別に

は、肉用牛４０億１１００万円、酪農７億６９００万円、

養豚１３億７００万円、養鶏（採卵鶏、種鶏、ブ

ロイラー）８４億３５００万円となっています。

平成２７年２月の肉用牛飼養農家は５２７戸で、

１万３０７０頭を飼養しており、その中で繁殖農

家は５１４戸で、繁殖牛７０１３頭を飼養していま

す。

経営・技術の特色等

【経営収支に表れた高い飼養技術】

平成２７年度の差引生産原価は成雌牛１頭当

り３０万１０００円（平成２６年県畜産協会経営診断

平均値３７万７０００円、県農業経営管理指導指標

３２万７０００円）、販売子牛１頭当り３５万９０００円

（表１）経営・活動の推移

（表２）経営実績
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（同４６万８０００円、３６万４０００円）となっており、

低コスト生産経営を実践しています。

このように、低コスト生産を実践している

背景には、分娩間隔の短縮を図り、高い子牛

生産率、低い事故率から高い子牛出荷率を維

持していることが大きくなっています。

また、飼養規模の拡大は、高い飼養管理技

術の維持を前提に徐々に行ってきましたが、

血統が良く高額な初妊牛ばかりではなく、比

較的高齢な経産牛の導入も積極的に行い、繁

殖牛の増頭を一番に進めてきた家族の先見性

が、子牛市場の価格動向と合致した結果であ

るといえます。

【家族間での情報共有】

⑴ 最低「１日２回」は家族ミーティング

毎日必ず１０時と１５時に全員で休憩する時間

を設けており、牛の健康状態や作業内容など

の確認・情報交換をしています。

「農場を回る時は手ぶらで帰らない」「牛舎

にはいつもたくさんのお金が落ちている」が

モットーで、牛のどんな小さな変化も見逃さ

ず、発情や病気の早期発見・早期治療等に努

めています。

⑵ 家族間での飼養管理情報確認・交換

情報は、各牛房前の掲示板やガムテープ、

メモ用紙を活用して、咳や下痢、排尿を確認

したら、その場ですぐに記録しています。ま

た、新繁殖牛舎では２０頭ずつの群管理をして

いることから、誰でも分かるようにビニール

テープで頬綱や耳標に色分けをしており、１

回授精した牛には青色、２回目は黄色、３回

以上は赤色、受胎を確認した牛は緑色、テー

プなしは未授精牛というように繁殖状況の

「見える化」を実現しています。

なお、パソコンの繁殖管理システムを併用

することも情報の共有化につながり、優れた

繁殖成績を実現しています。

【子牛の飼養管理の徹底と発育段階に応じた

群管理】

母牛を分娩予定２週間前に、繁殖牛舎から

約４㎞離れた自宅近くにある分娩牛舎にト

ラックで移動させ、分娩後は１０日目に母牛と

子牛を一緒にトラックで農場に移動していま

す。母牛は削蹄とビタミン剤の投与を行い繁

殖牛舎に移動させます。

子牛は哺育牛舎へ移動して、最低４５日齢ま

での５週間を人手で哺乳（朝・夕）を行って

います。哺育牛舎は、旧JA時代のベビー豚舎

をそのまま利用しており、４０室ある旧豚房そ

れぞれに子牛１頭を入れています。

また、中央部分のふん尿処理用スクレー

パーもそのまま活用しています。なお、子牛

が哺育牛舎に入る前日までに、給餌バケツ・

給水バケツや敷料等の準備を完了させます。
牛房入り口に段ボール製のボードを設置しデータを書
き込む
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また、個体別の衛生管理プログラムを各室の

前に表示しています。

以前は２～３日齢での超早期親子分離を

行っていましたが、発育や事故防止の観点か

ら現在の方法に変更しました。また、哺乳ロ

ボットの導入事例を十分検討し、４５日齢以降

での利用としています。

４５日齢以降、子牛は移動に伴うストレスを

緩和するために４頭１組で群編成して哺乳ロ

ボット牛舎へ移動し９０日齢まで飼育します。

ここでは代用乳を長めに給与することによ

り、コストは上昇しますが、発育・増体がよ

くなり、３～４ヵ月齢時点で１日５～６kgの

飼料（粗飼料・濃厚飼料）を採食するように

なります。

人工乳離乳後は、やはり移動のストレス軽

減を考慮して８頭１組で群編成し、隣の育成

牛舎で１ヵ月間管理します。哺育牛舎から育

成牛舎については粗飼料と配合飼料の不断給

餌を行っていますが、特に良質粗飼料（掛干

稲ワラ、チモシー）を給与するようにし、裁

断も短めにして採食量が増加するよう工夫し

ています。

その後、子牛舎へ雌と雄を分離して、原則、

月齢順に３頭１組で移動し、子牛市場への出

荷まで飼育します。子牛舎では毎月の子牛せ

り市出荷後に順送りで牛房を移動していま

す。

哺育牛舎、育成牛舎および子牛舎では尿石

症の予防のために給水器をセンサー式とし、

冬季は温水を給与しています。

子牛市場への出荷は、平成２５年前後は２４０

日齢程度としていましたが、購買者からの要

望を受けて、現在は少し遅らせて２５０～２６０日

齢での出荷を心がけており、飼料費削減や密

飼い飼育によるストレスの軽減、さらには肥

育農家が求める余分な脂肪のつかない健康な

子牛生産につながって、固定客も増加してい

ます。なお、出荷日齢が早いにも関わらず、

出荷体重は出荷先である姶良中央家畜市場の

平均（２６３日齢、２７９kg、日齢体重１０６１g雌雄

平均）を上回っています。

旧養豚センター時代の豚舎を活用した哺育牛舎 WCSをTMRミキサーに入れ給餌する
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【飼料基盤等】

昭和５４年就農当時の飼料作付面積は１haで

したが、飼養規模の拡大に合わせて、借地等

により順次面積を拡大して、平成１８年の法人

化時には１０haとなりました。平成２２年には、

畜産基盤再編整備事業による飼料畑造成

（１．４３ha）もあり、延べ２０haの作付となりま

した。

なお、平成２１～２２年度にかけて降灰対策事

業および畜産基盤再編整備事業により、トラ

クター、モア、ジャイロテッダ、ロールベー

ラ、ラッピングマシン、マニアスプレッダお

よびTMRミキサー、ホイルローダ―等の機械

を導入して、作業の効率化を図っています。

その後、さらに頭数規模拡大に伴い、近隣

水稲農家の水田裏作拡大や、飼料イネ契約栽

培によるWCSの生産拡大にも取り組み、平成

２７年度は延べ３５haで生産を行っており、粗飼

料の自給率は、TDN換算で９２．３％（繁殖牛は

１００％自給）となっています。

平成２８年度においては大住WCS飼料生産組

合を立ち上げ降灰対策事業を活用し、細断型

ホールクロップ収穫機などの機械を導入する

ことで、より効率的なWCS生産・面積拡大に

取り組むこととしています。

耕畜連携の活動

玉牧場では平成１６年から飼料イネWCSの生

産・利用に取り組んでおり、徐々に面積を拡

大してきました。平成２７年には近隣の水稲農

家と契約して４haの水田で飼料イネを生産

し、WCSとして利用しています。作付けから

肥培管理を水稲農家が行い、収穫を玉牧場が

行っています。また、水田裏作として自己所

有１haおよび借地１４haでイタリアンライグラ

スと麦の飼料作を行っています。

なお、畑での飼料作は延べ１６ha（夏作：ヘ

イスーダン、ヒエ、冬作：イタリアン）です

が、うち２．４haは園芸農家の裏作であり、園

芸農家には無償で堆肥を譲渡しています。さ

らに、近隣の水稲農家から約１６ha分の稲わら

を購入しています。

堆肥については、上記園芸農家への無償譲

渡が約１割で、他は全て玉牧場の粗飼料生産

のために利用して、環境に配慮した農業を実

践しています。

近隣農家からの要望が多いことと、細断型

ホールクロップ収穫機の導入により収穫作業

が容易になったことから、平成２８年度は飼料

イネWCSの契約生産を３倍の１２haに拡大して

います。

地域に対する貢献

① 地域肉用牛農家のリーダーとして

経営主の久留須茂さんは地域内肉用牛繁殖

農家（約５０戸）の家畜人工授精業務（年間約

５００頭）も行っており、農家訪問時に受胎率

向上、適正交配、子牛育成指導等を行い、厚

い信頼を得ています。現在、姶良地区家畜人

工授精師会（３５名）の理事および横川町和牛

振興会（６５名）の副会長として、研修会、交

流会等を実施するなど、地域肉用牛農家の

リーダーとして活躍しながら自己の経営改善

に取り組み、その姿勢は肉用牛農家の模範と

2017.1.15 No.326 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

5



なっています。

② 女性の活躍

久留須さんの妻である美鈴さんは、平成１５

年に女性農業経営士として認定を受けていま

す。また、平成１８年に結成された鹿児島県の

畜産女性のネットワーク「畜産ネットさつま

おごじょ」の設立時からのメンバーで、平成

２３年から２６年まで会長を務めました。この

ネットワークは現在会員が２５名（肉用牛経営

２０名、酪農経営３名、養豚経営２名）で、女

性の視点で研修会の開催や消費者との交流、

後継者との意見交換会などを活発に行ってい

ます。特に近年では、一般消費者に広く畜産

業を知ってもらうことを目的にバター作り等

のイベントを行うなど畜産の安心・安全を幅

広く伝える活動も実施しています。

なお、平成２４から２５年には、県政全般につ

いて女性の視点から政策提言を行う「かごっ

まおごじょ委員会」の委員として、農業・食

料分科会の中で、食を大切にする文化を育て、

食や農業・農村を健全な形で次世代へ継承

し、食文化・農村文化の国際交流を展開する

ことについて活発な議論を行い、知事への提

言書を提出しています。

③ 食育

地域畜産ふれあい体験事業に参加して、子

どもたちの見学を受け入れるなど、食育等に

も積極的に取り組んでいます。

④ 研修の受け入れ

機械メーカーの新人職員・新任教職員・農

林水産省の職員の宿泊研修先として、受け入

れをしており幅広い分野との情報交換や教育

等にも積極的に取り組んでいます。

⑤ 人材育成

地域の若い人材を教育し、有能な若者を育

てたいという思いから、平成２７年９月から従

業員を雇用（常雇１名）しています。今後、

将来の肉用牛経営者としての独立を視野に入

れて指導を行っています。

将来の方向

当面は現状の規模を維持し、家族・従業員

一体となって、さらなる飼養管理技術の向上

による所得の増加を図りたいと考えています。

次男が平成２７年に大学を卒業し、獣医師と

して県内の動物病院に就職したので、将来的

には法人内に入ってもらい、繁殖部門だけで

なく肥育部門にも取り組んで一貫経営を目指

したいとのこと。また、候補種雄牛の産肉能

力を評価するための現場後代検定を実施し

て、優良種雄牛を選抜することにより鹿児島

県肉用牛の改良増殖に貢献したいと考えてい

ます。

（筆者：（公社）鹿児島県畜産協会事業部事業一課調査役）

新繁殖牛舎
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農林水産省大臣官房統計部は１２月９日、平

成２７年度牛乳生産費、肉用牛生産費、肥育豚

生産費を公表しました。

牛乳生産費

平成２７年度の搾乳牛１頭当たり全算入生産

費（全国）は７３万６４８０円で、前年度に比べ

３．８％減少した。これは費用合計から差し引

かれる副産物価格（子牛価格）が増加したこ

と、また飼料価格の低下により飼料費が減少

したこと等による（表１）。

生乳１００kg当たり（乳脂肪分３．５％換算乳

量）全算入生産費は７８１２円で、前年度に比べ

５．８％減少した。

１経営体当たりの搾乳牛飼養頭数は５３．２頭

で、前年度に比べ３．５％増加した。１頭当た

り投下労働時間は１０４．４０時間で前年度並みで

あった。

（表１）牛乳の生産費（全国）

区 分 単位 平成２６年度
２７ 対前年度

増 減 率実 数 構成割合
搾 乳 牛 １ 頭 当 た り % %
物 財 費 円 ６５３，４３０ ６５１，７８４ ８０．１ △ ０．３
飼 料 費 〃 ３９４，８００ ３８９，６５３ ４７．９ △ １．３
乳 牛 償 却 費 〃 １０４，２７４ １０５，８２０ １３．０ １．５
農 機 具 費 〃 ２６，５０４ ２８，３６２ ３．５ ７．０
獣医師料及び医薬品費 〃 ２５，８０５ ２７，２５１ ３．３ ５．６

労 働 費 〃 １６１，４６４ １６１，７０３ １９．９ ０．１
費 用 合 計 〃 ８１４，８９４ ８１３，４８７ １００．０ △ ０．２
副 産 物 価 額 〃 ８８，３０６ １１６，６５４ － ３２．１
生産費（副産物価額差引） 〃 ７２６，５８８ ６９６，８３３ － △ ４．１
支払利子・地代算入生産費 〃 ７３６，１９５ ７０６，２６５ － △ ４．１
全 算 入 生 産 費 〃 ７６５，９２４ ７３６，４８０ － △ ３．８

生乳１００kg当たり（乳脂肪分３．５％換算乳量）
全 算 入 生 産 費 円 ８，２９０ ７，８１２ － △ ５．８

１経営体当たり搾乳牛飼養頭数 頭 ５１．４ ５３．２ － ３．５
１ 頭当たり投 下 労 働 時 間 時間 １０４．９４ １０４．４０ － △ ０．５

「平成２７年度牛乳・肉用牛・肥育豚
生産費」を公表

農林水産省大臣官房統計部

行行政政のの窓窓
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また、搾乳牛１頭当たり実搾乳量は８４７０kg

で、前年度に比べ１．６％増加した。

肉用牛生産費

平成２７年度の肉用牛生産費については、次

のとおりです。

① 子牛１頭当たり全算入生産費は５９万３４０

円で、前年度に比べ０．９％減少した。繁殖

雌牛（廃用）価格の上昇に伴う処分差益の

増加により、繁殖雌牛減価償却費が減少し

たこと等による（表２）。

１経営体当たり子牛販売頭数は１１．１頭

で、前年度に比べ５．７％増加した。１頭当

たり投下労働時間は１２３．０８時間で、前年度

に比べ１．０％減少した。

② 去勢若齢肥育牛１頭当たり全算入生産費

は１０７万７５１円で、前年度に比べ８．０％増加

した。素牛の価格増加により素畜費が増加

したこと等による（表３）。

１経営体当たり販売頭数は３９．４頭で、前

年度に比べ５．７％減少した。１頭当たり投

下労働時間は５１．６９時間で前年度に比べ

６．１％増加した。

③ 乳用雄育成牛１頭当たり全算入生産費は

１６万６９２０円で、前年度に比べ６．１％増加し

た。素牛の価格上昇により素畜費が増加し

たこと等による（表４）。

１経営体当たり販売頭数は２９８．８頭で、

前年度に比べ１７．３％減少した。１頭当たり

投下労働時間は６．７３時間で前年度に比べ

３．５％増加した。

④ 乳用雄肥育牛１頭当たり全算入生産費は

４６万７２６５円で、前年度に比べ１．７％増加し

た。素牛の価格上昇により素畜費が増加し

たこと等による（表５）。

１経営体当たり販売頭数は１２５．４頭で、

前年度に比べ９．４％減少した。１頭当たり

投下労働時間は１６．４９時間で前年度に比べ

（表２）子牛生産費

区 分 単位 平成２６年度
２７ 対前年度

増 減 率実 数 構成割合
子 牛 １ 頭 当 た り % %
物 財 費 円 ３８１，８３１ ３７７，０１０ ６８．６ △ １．３
うち飼 料 費 〃 ２１３，６１２ ２１５，４８９ ３９．２ ０．９

繁 殖 雌 牛 償 却 費 〃 ５７，５６０ ４３，０５９ ７．８ △２５．２
獣医師料及び医薬品費 〃 ２０，４８１ ２２，４４７ ４．１ ９．６
種 付 料 〃 ２０，２２９ ２１，８７９ ４．０ ８．２

労 働 費 〃 １７０，２７２ １７２，６４２ ３１．４ １．４
費 用 合 計 〃 ５５２，１０３ ５４９，６５２ １００．０ △ ０．４
生産費（副産物価額差引） 〃 ５２６，１５２ ５２３，０７４ － △ ０．６
支払利子・地代算入生産費 〃 ５３５，０８４ ５３３，２４９ － △ ０．３
資本利子・地代全額算入生産費 〃 ５９５，６７９ ５９０，３４０ － △ ０．９

１経営体当たり子牛販売頭数 頭 １０．５ １１．１ － ５．７
１ 頭当たり投 下 労 働 時 間 時間 １２４．３２ １２３．０８ － △ １．０
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１．４％増加した。

⑤ 交雑種育成牛１頭当たり全算入生産費は

２９万１９９４円で、前年度に比べ２．５％増加し

た。素牛の価格増加により素畜費が増加し

たこと等による（表６）。

１経営体当たり販売頭数は１８１．２頭で、

前年度に比べ４．４％増加した。１頭当たり

投下労働時間は１０．３１時間で前年度に比べ

３．８％減少した。

⑥ 交雑種肥育牛１頭当たり全算入生産費は

（表３）去勢若齢肥育牛生産費

区 分 単位 平成２６年度
２７ 対前年度

増 減 率実 数 構成割合
肥 育 牛 １ 頭 当 た り % %
物 財 費 円 ９０７，４５４ ９８２，１００ ９２．７ ８．２
うちも と 畜 費 〃 ５０７，１８８ ５８５，２５１ ５５．３ １５．４
飼 料 費 〃 ３２８，１７７ ３２４，０７７ ３０．６ △ １．２
建 物 費 〃 １２，６６１ １２，８１９ １．２ １．２
敷 料 費 〃 １２，３３６ １２，４６２ １．２ １．０

労 働 費 〃 ７０，８９１ ７６，８６２ ７．３ ８．４
費 用 合 計 〃 ９７８，３４５ １，０５８，９６２ １００．０ ８．２
生産費（副産物価額差引） 〃 ９６８，２６４ １，０４８，１０１ － ８．２
支払利子・地代算入生産費 〃 ９８２，０５４ １，０６０，７８０ － ８．０
資本利子・地代全額算入生産費 〃 ９９１，５３９ １，０７０，７５１ － ８．０

１ 経営体当た り 販 売 頭 数 頭 ４１．８ ３９．４ － △ ５．７
１ 頭当たり投 下 労 働 時 間 時間 ４８．７２ ５１．６９ － ６．１

（表４）乳用雄育成牛生産費

区 分 単位 平成２６年度
２７ 対前年度

増 減 率実 数 構成割合
育 成 牛 １ 頭 当 た り % %
物 財 費 円 １４６，１７８ １５５，５６１ ９３．７ ６．４
うち飼 料 費 〃 ７４，６０６ ７２，５９３ ４３．７ △ ２．７
も と 畜 費 〃 ５０，６２２ ５８，９１１ ３５．５ １６．４
獣医師料及び医薬品費 〃 ５，８０４ ６，５７１ ４．０ １３．２
敷 料 費 〃 ５，９７４ ６，３３７ ３．８ ６．１

労 働 費 〃 ９，８８１ １０，４９９ ６．３ ６．３
費 用 合 計 〃 １５６，０５９ １６６，０６０ １００．０ ６．４
生産費（副産物価額差引） 〃 １５４，３２１ １６３，７７５ － ６．１
支払利子・地代算入生産費 〃 １５５，３６９ １６４，７２３ － ６．０
資本利子・地代全額算入生産費 〃 １５７，３６２ １６６，９２０ － ６．１

１ 経営体当た り 販 売 頭 数 頭 ３６１．３ ２９８．８ － △１７．３
１ 頭当たり投 下 労 働 時 間 時間 ６．５０ ６．７３ － ３．５
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７５万２０８９円で、前年度に比べ５．９％増加し

た。素牛の価格上昇等による（表７）。

１経営体当たり販売頭数は８０．５頭で、前

年度に比べ４．１％増加した。１頭当たり投

下労働時間は２５．７９時間で前年度に比べ

５．６％減少した。

肥育豚生産費

平成２７年度の肥育豚１頭当たり全算入生産

費は３万３８２８円で、前年度に比べ２．６％減少

（表５）乳用雄肥育牛生産費

区 分 単位 平成２６年度
２７ 対前年度

増 減 率実 数 構成割合
肥 育 牛 １ 頭 当 た り % %
物 財 費 円 ４３２，４１９ ４３９，５２２ ９４．６ １．６
うち飼 料 費 〃 ２６２，２７０ ２５２，１０８ ５４．３ △ ３．９

も と 畜 費 〃 １３４，０３９ １５０，３７１ ３２．４ １２．２
敷 料 費 〃 ８，３０５ ９，０９３ ２．０ ９．５
光熱水料及び動力費 〃 ７，７１３ ７，６２２ １．６ △ １．２

労 働 費 〃 ２４，３８０ ２５，０３０ ５．４ ２．７
費 用 合 計 〃 ４５６，７９９ ４６４，５５２ １００．０ １．７
生産費（副産物価額差引） 〃 ４５１，６０１ ４５９，８１６ － １．８
支払利子・地代算入生産費 〃 ４５４，４７９ ４６２，３９０ － １．７
資本利子・地代全額算入生産費 〃 ４５９，５８６ ４６７，２６５ － １．７

１ 経営体当た り 販 売 頭 数 頭 １３８．４ １２５．４ － △ ９．４
１ 頭当たり投 下 労 働 時 間 時間 １６．２６ １６．４９ － １．４

（表６）交雑種育成牛生産費

区 分 単位 平成２６年度
２７ 対前年度

増 減 率実 数 構成割合
育 成 牛 １ 頭 当 た り % %
物 財 費 円 ２６６，３４０ ２７４，３５０ ９４．９ ３．０
うちも と 畜 費 〃 １６５，６２６ １７５，６２６ ６０．８ ６．０

飼 料 費 〃 ７９，２７９ ７８，１３５ ２７．０ △ １．４
敷 料 費 〃 ５，５５３ ６，３３６ ２．２ １４．１
獣医師料及び医薬品費 〃 ５，７８５ ４，７５６ １．６ △１７．８

労 働 費 〃 １５，７２２ １４，６０９ ５．１ △ ７．１
費 用 合 計 〃 ２８２，０６２ ２８８，９５９ １００．０ ２．４
生産費（副産物価額差引） 〃 ２７９，９７４ ２８７，２１６ － ２．６
支払利子・地代算入生産費 〃 ２８１，３０７ ２８８，０５４ － ２．４
資本利子・地代全額算入生産費 〃 ２８４，９８０ ２９１，９９４ － ２．５

１ 経営体当た り 販 売 頭 数 頭 １７３．６ １８１．２ － ４．４
１ 頭当たり投 下 労 働 時 間 時間 １０．７２ １０．３１ － △ ３．８
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した。飼料価格の低下により、飼料費が減少

したこと等による（表８）。

生体１００kg当たり全算入生産費は２万９８８２

円で、前年度の比べ１．９％減少した。

１経営体当たり販売頭数は１５３０．８頭で、前

年度に比べ１．３％増加した。１頭当たり投下

労働時間は２．６４時間で前年度に比べ２．６％減

少した。

（表８）肥育豚の生産費

区 分 単位 平成２６年度
２７ 対前年度

増 減 率実 数 構成割合
肥 育 豚 １ 頭 当 た り % %
物 財 費 円 ３０，６５９ ２９，８３３ ８８．０ △ ２．７
うち飼 料 費 〃 ２３，１００ ２２，１７７ ６５．４ △ ４．０
獣医師料及び医薬品費 〃 ２，０４２ ２，１２５ ６．３ ４．１
光熱水料及び動力費 〃 １，６００ １，５２６ ４．５ △ ４．６
建 物 費 〃 １，３９１ １，３３９ ４．０ △ ３．７

労 働 費 〃 ４，１１５ ４，０６２ １２．０ △ １．３
費 用 合 計 〃 ３４，７７４ ３３，８９５ １００．０ △ ２．５
生産費（副産物価額差引） 〃 ３３，９０８ ３３，０６４ － △ ２．５
支払利子・地代算入生産費 〃 ３４，０３６ ３３，１９７ － △ ２．５
全 算 入 生 産 費 〃 ３４，７２８ ３３，８２８ － △ ２．６

生体１００kg当たり全算入生産費 円 ３０，４５５ ２９，８８２ － △ １．９
１ 経営体当た り 販 売 頭 数 頭 １，５１１．５ １，５３０．８ － １．３
１ 頭当たり投 下 労 働 時 間 時間 ２．７１ ２．６４ － △ ２．６

（表７）交雑種肥育牛生産費

区 分 単位 平成２６年度
２７ 対前年度

増 減 率実 数 構成割合
肥 育 牛 １ 頭 当 た り % %
物 財 費 円 ６５９，１００ ７０３，１０８ ９４．７ ６．７
うちも と 畜 費 〃 ２７１，１６９ ３２６，５９４ ４４．０ ２０．４
飼 料 費 〃 ３３９，６２３ ３２６，３８４ ４４．０ △ ３．９
建 物 費 〃 ９，２６１ ９，７８３ １．３ ５．６
光熱水料及び動力費 〃 １０，１４０ ９，４７６ １．３ △ ６．５

労 働 費 〃 ４１，５７０ ３９，３２９ ５．３ △ ５．４
費 用 合 計 〃 ７００，６７０ ７４２，４３７ １００．０ ６．０
生産費（副産物価額差引） 〃 ６９４，４８１ ７３６，１４７ － ６．０
支払利子・地代算入生産費 〃 ７００，２１０ ７４１，８１８ － ５．９
資本利子・地代全額算入生産費 〃 ７１０，０２７ ７５２，０８９ － ５．９

１ 経営体当た り 販 売 頭 数 頭 ７７．３ ８０．５ － ４．１
１ 頭当たり投 下 労 働 時 間 時間 ２７．３２ ２５．７９ － △ ５．６
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ア 計画達成にかかる進捗状況

① 報告があった農家数７３戸（経営形態

別：繁殖２戸、一貫６６戸、肥育５戸）の

一戸当たりの実績は、飼養頭数は９１８．２

頭（計画対比９９．０％）で、畜産部門収入

は１１７，６５７千円（同１０１．６％）、畜産部門

支出は１０４，７３１千円（同９４．７％）、家計費

は３，５６３千円（同１０９．８％）となり、償還

財源は１０，６０７千円（同１２１．４％）と計画

を達成している。

② 償還財源の進捗率は、９０％未満の農家

が２９戸（３９．７％）、９０～１００％未満が３戸

（４．１％）、１００％～１１０％未満が１３戸（１７．８％）、

１１０％以上が２８戸（３８．４％）となっている。

イ 計画に対して進んでいない要因等

・分娩舎および離乳後の事故の発生によ

り出荷頭数が減少

・疾病の発症により子豚の死亡・発育低

下〔豚流行性下痢、浮腫病、サルモネ

ラ症、PRRS（呼吸障害症候群）〕

・自家育成豚による母豚の更新が計画通

り進まず母豚飼養頭数が減少

・資金の余裕なく、定期的な母豚の入替

えができず繁殖成績が低下

・施設の老朽化が進み生産性低下

ウ 地域で実施した指導と今後の対応

① 経営・資金管理等の指導

・定期的（月１回）に経営主を交えた経

営改善会議を開催して、問題点と改善

対策などを検討

・上物率向上へ向けた出荷データの共有化

・経営収支の把握・改善するために毎月

の簿記記帳を継続実施

・毎月の実績数値を借受者に提出依頼し

て、目標利益達成に向けた意識づけ

・経営実績の進捗状況を把握すると共に

資金繰りに関する検討を実施

・飼料代金の定期的な支払に向けた督励

と、販売代金からの償還財源の確保

② 飼養技術・管理等の指導

平成２７年度における畜産特別資金等借入者の計画達成に係る
実績点検結果の概要について②（養豚経営）

（単位：千円、％）

資 金 名 集計戸数 飼養頭数 畜産部門収入 畜産部門支出 家計費 償還財源
（平均） 計画対比 （平均） 計画対比 （平均） 計画対比 （平均） 計画対比 （平均） 計画対比

畜産特別資金 １７ １，２０２．６ ９４．４ ８８，１０４ ７９．７ ７７，３０８ ７６．９ ４，２７７ １１２．９ ８，９１７ １１１．０
緊急支援資金 ５６ ８３１．８ １０１．１ １２６，６２９ １０７．９ １１３，０５５ ９９．５ ３，３４３ １０８．７ １１，１２０ １２４．３

計 ７３ ９１８．２ ９９．０ １１７，６５７ １０１．６ １０４，７３１ ９４．７ ３，５６３ １０９．８ １０，６０７ １２１．４

（表３）養豚経営の資金別計画達成の進捗状況（一戸当たり）
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・技術力の向上のため、養豚部会等を中

心に生産者同士の情報交換

・夏季の受胎率向上を目的とした育成豚

の導入の実施（６～８月種付け用）

・適正重量での出荷のため出荷時の計量

の実施

・繁殖成績の向上のため、関係機関とJA

が連携して妊娠鑑定、廃用豚の選抜補

助等の定期巡回指導

・妊娠鑑定機を活用した不受胎の早期発

見による回転率の向上

・受胎率、離乳頭数の改善のため、母豚

更新を計画的に実施

・育成率、事故率を改善するため適切な

ワクチネーションの実施、日ごろの離

乳豚・肥育豚の観察を強化

・離乳舎の飼育スペースを確保するため

ハウス豚舎の設置

・養豚経営診断の結果に基づき、適正な

飼育頭数による密飼い防止

③ 疾病、事故低減対策等の指導

・疾病の発生・防止対策として、洗浄・

消毒・乾燥とワクチン接種による衛生

管理を徹底〔PED（豚流行性下痢）等〕

・夏場の暑熱対策として、低コストでで

きる石灰乳散布による飼養改善

・子豚舎の空舎期間の確保、分娩舎の隙

間風対策と消毒の徹底

・疾病のまん延防止対策として、コンテ

ナハウスや古い豚舎の改修利用

・家畜保健所の指導による繁殖豚舎での

哺乳豚の事故および育成率の改善対策

・疾病豚の早期発見、早めの適切な処置

と豚舎内の消毒等衛生管理の徹底

エ 県協議会の指導・支援事項

① 経営・資金管理等の指導

・県協議会において、計画書の内容検討

および借受者に対するヒアリングを実施

・新規投資は、原則として審査会の合議

事項となることを周知

・家畜異動状況（成畜及び育成畜、子畜

の生産・導入・販売・死亡廃用等）記

録記帳の徹底および定期的な報告

・償還財源確保に向けた積立ての実施

② 飼養技術・管理等の指導

・子豚の生産性の向上を図るため、受胎

率の悪い雌豚の淘汰及び計画的な更新

・自家産子豚の確保により、子豚導入に

頼らない経営を目指すよう指導

・母豚個体管理台帳による毎月の子取り

用雌豚頭数および分娩・離乳頭数の記

帳・管理

③ 疾病、事故低減対策等の指導

・特定疾病〔AD、PRRS（豚繁殖・呼吸障

害症候群）〕を保因しない種豚の導入

の推進

・農場の防疫機能強化のため、車両ゲー

トおよび人体消毒用ボックスの設置

・暑熱・防寒対策、給餌・給水方法およ

びそれら設備の点検

・ワクチンの適正使用による疾病対策の

強化

・家畜保健衛生所による飼養衛生管理基

準の遵守を指導
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［平成28年11月分］

（表１）補塡金単価の算定（全国） 単位：円／頭
区 分 肉専用種（地域算定県を除く） 交 雑 種 乳 用 種

粗収益 A １，２９１，８９４ ７４５，７６４ ４４８，０３３
生産コスト B １，０６３，６７２ ７５３，５５４ ５１２，４１９
差額 C＝A－B ２２８，２２２ △ ７，７９０ △ ６４，３８６
暫定補塡金単価 D＝C╳０.８ ― ６，２００ ５１，５００
補塡金単価（概算払） D－４，０００ ― ２，２００ ４７，５００
注：平成２６年４月分から、消費税抜きで算定しています。

１００円未満切り捨て

平成２８年１１月に販売された交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業
実施要綱附則９の概算払の補塡金単価について、表１および表２の通り公表しました。
また、平成２８年１１月に販売された生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛に適

用する補塡金単価については、表３の通り公表しました。
なお、補塡金単価の確定値については、平成２９年２月上旬に公表する予定です。

（表３）補塡金単価（概算払）（生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛）
単位：円／頭

肉専用種 交 雑 種 乳 用 種
― １，６００ ３５，６００

注：補塡金交付額に見合う財源が不足する場合等、上記補塡金単価を減額することがあります。

（（独独））農農畜畜産産業業振振興興機機構構かかららののおお知知ららせせ

肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）
の補塡金単価（概算払）について

（表２）補塡金単価の算定（地域算定県・肉専用種）※ 単位：円／頭
岩手県（日本短角種） 広島県 福岡県 佐賀県 長崎県

― ― ― ― ―
熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県

― ― ― ― ―
※ 各県の算定結果です。
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１ 背景・ねらい

２ 内容・特徴・効果

寒冷地では、冬季における踏込み消毒槽の消毒薬が凍結してしまいます。このため、牧場
によっては踏込み消毒薬が石灰に限定されており、防疫徹底が困難となっています。
最近では、市販の水槽用ヒーターを踏込み消毒槽に入れることによって加温し凍結防止を

図り、冬季であっても液体の消毒薬を使用しているケースが見られます。しかし、水槽用ヒー
ターは、誤って踏んで破損する危険性が高く、かなり注意を必要とします。
そこで、破損防止のカバーを鉄管や銅管を加工して作製し、水槽用ヒーターに装着する工

夫を考案しました。

使用する水槽用ヒーターは、ペットショップや量販店で１５００円前後で売られている棒状の
普及品で十分です。
作成方法は、次のとおりです。

① まず、購入した棒状の水槽用ヒーターの太さに応じて、適当な口径の鉄管又は銅管を準
備します。

② 準備した鉄管又は銅管は、ヒーターの長さよりも若干長めに切断します。
③ 鉄管又は銅管に数ヵ所切込みを入れます。
④ 鉄管又は銅管の中に水槽用ヒーターを挿入し、抜けないようにビニルテープで端を固定
します。
使用する際は、液体の消毒薬を入れた踏み込み消毒槽にヒーターを沈め、電源につなぐだ

けです。
北海道では極端に寒い日の朝に表面が凍ることもありますが、使用には問題ありません。
ただし、空焚きにならないように注意してください。

誤って踏んでも壊れない踏込み消毒槽用凍結防止ヒーター
（独）家畜改良センター

●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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（写真１）材料と完成品
右は市販の水槽用ヒーター
中央は銅管で作製したカバーを装着したヒーター
左は鉄管で作製したカバーを装着したヒーター

（写真２）使用中のヒーター
誤って踏んでも壊れず、凍結が防止できる
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